
計測する方法は現在のところ知られていない．おそら
く，Solomon の装置の製作にあたってもこれが使用さ
れたものであろう．波長非依存性電離箱を製作したこ
とがある者なら誰しも知るように，常に避けられない
材質の軽微な不均一性，特に最も重要な黒鉛に不均一
が，黒鉛の由来によっても変動して波長依存性に影響
することから，このような対照が非常に重要である．
ちなみに，最も完璧な小型電離箱でも，長波長側につ
いては壁の吸収が不可避であることから限界がある．
Fricke-Glasser の波長非依存性は，厳密には壁が限りな
く薄い場合にのみ成立する．今日の技術水準であれば
この理想に近づくことがもちろん可能であり，将来は
より良い理解にいたるであろう．

しかしながら，長波長側の波長非依存性の限界は依
然として存在しており，この範囲外では Solomon の単
位の定義は理論的には適用できない．従って壁による
吸収，散乱を除去する追加の定義が必要となる．一方，
ドイツの定義は軟線についても制限なく適用できる．

全体として，Murdoch ＆ Stahel がその計測から導い
た，フランス R は絶対単位とは見なすことができず，
小型電離箱は一般に大型電離箱によって異なる線質に
ついて較正すべきであるという結論は，全面的に正し
いといえる．後者の方法で較正され，壁の内面が機械的，
化学的に変化しないことが確実な小型電離箱を手にし
ており，かつ十分量のラジウムがあれば Solomon の方
法で較正することができるであろうが，この方法はそ
れ以上のものではない．最初の較正はドイツの方法 *4

によってのみ適切に実施可能なのである．
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本誌編集部の要請に応じて，以下を記載する．

Murdoch & Stahel の 実 験 に お け る Siemens 社 製 線
量 計 と Solomon の イ オ ノ メ ー タ ー に よ る R 値 の 比
の差が，電離箱の材質に影響されることは事実であ
る．しかし，彼らは使用した線量計を帝国理工学研究
所 (Physikalisch-Technischen Reichsanstalt) で 較 正 し
ていると明記しており，Siemens 社製電離箱の線質依
存性は彼らの比較実験に影響していない．帝国理工学
研究所の較正は常に線質依存性装置に対して異なる線
質で実施され，較正証明書には線質依存性が表示さ
れているからである．従って Murdoch & Stahel は，
Siemens 社製線量計の異なる線質に対して正しい値を
使用することができている．それでも，単位の比の線
質依存性があるとすれば，Solomon 氏が認めているよ
うに，Murdoch ＆ Stahel が使用した Solomon 電離箱
に「不具合があり，異常な波長依存性を示した」こと
になる *2．しかし，このような波長依存性を示さない
ことが，Solomon の較正方法の最大の弱点なのである．
Solomon の較正方法は，単一の線質によってのみ，す
なわちラジウム C のγ線によってのみ可能である．小
型電離箱の波長依存性は，ドイツ単位の決定に使われ
る圧縮空気電離箱のような，いかなる条件下でも波長
非依存性の電離箱を使ってさまざまな異なる線質で較
正して初めて分かるものである．

Solomon 自身は，彼の単位が明確なものであるため
には，電離箱が波長非依存性でなければならないと強
調している *3．しかしこの仮定の背景には，「電離箱
をまず圧縮空気電離箱あるいは円筒型電離箱と比較せ
よ」という原則がある．これ以外に，波長非依存的に
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